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第1章 緒 論

膽 嚢 ノ發 生 ニ就 テハHammar氏 ノSelachier,

Weysse, Chornshitzky氏 等 ノ蛙,Hoffmann及 ビ

Choronshitzky兩 氏 ノ爬 蟲類(Lacerta, Anguis

fragilis) Felix, Hammar, Choronshitzky氏 等

ノ 鳥類,Koelliker, Choronshitzky, Felix氏 等

ノ哺 乳類 及 ビ人類 ニ於 ケル 業績 ア リ.之 等諸 氏 ノ

研 究 ノ多 クハ膽 嚢 ノ發 生 時 期 及ビ 發 生 母 地ニ 關 ス

ル モ ノニ シテ,各 動 物 ノ種 類 ノ異 ナ ル ニ從 ヒ,其

ノ發 生 時 期 ヲ異 ニシ又 發 生母 地ニ 就 テ モ或ハ 腸 管

壁 ヨ リ發 生 ス ト説 キ,或ハ 肝 管 ヨ リ分 岐 セル ガ 如

ク述ベ ル モ ノア リテ尚 ホ一 定 セ ザ ル ガ如 シ.就 中

Choronshitzky氏 ノ研 究ハGorpedo ocellata,

Gallus domestica, Salamandra maculora,

Necturus. Rana temporasia, Anguis fragilis,

Schavヲ 材 料 トシテ獨 リ膽 嚢 ノ ミナ ラズ脾,肝,

膵 諸 原 基ニ就 テ モ其 ノ發 生 時 期 及ビ發 生母 地ニ 就

テ檢 索 シ諸 氏 ノ業 績 中最 モ詳細 ヲ極 メ タル モ ノ ノ

如 シ.然 ルニ 膽 嚢 ノ系 統 的 形態 學 的 ノ發 生ニ 到 リ

テ ハ荷 ホ遺憾 ナ ル點 多 シ.依 テ 余 ハ家鴨 胎 兒 ヲ材

料 トシ テ其 ノ發 生時 期,發 生母 地 竝ニ 形 態 學 的 發

生ニ 就 テ研 究 シ今 所 期 ノ結 果 ヲ得 タル ヲ以 テ之 ヲ

茲ニ 報告 セ ン トス.

第2章 材 料 竝ニ 檢 索 方 法

當 胎 生學 研究 室 所 藏 ノ家 鴨 胎 兒 既製 標 本 中 ヨ リ

余 ガ研 究ニ 必 要 ナ ル 發 育 階 梯 ヲ選 ビ テ 檢 索 ニ資

シ,尚 ホ 足 ラザ ル ハ余 ガ蒐 集 ノ材 料 中 ヨ リ切 片 ヲ

追 加製 作 セ リ.固 定 ハZenker氏 液 又ハ「 アル コ ー

ル,フ オ ル マ リ ン」ヲ以 テ シ多 クハBoraxcarmin

ニ テ染 色 シ,何 レ モ 「パ ラ フイ ン」ニ 包 埋 シ テ

10μ-20μ ノ連 續 切 片ニ 製 作 セ リ.尚 ホ必 要 ナル

部 分 ヲ平 蝋板ニ 寫 シ,Born-Peter氏 法ニ ヨ リテ

累 積 シ象 形複 製 模 型 ヲ作 リテ顯 微 鏡 所 見 ト對 比 觀

察 セ リ.

第3章 各 階 梯ニ 於 ケ ル 膽 嚢 原 基 ノ 發

生 状 態 觀 察

第1階 梯 Nr. 48,長 徑8.5mm,孵 卵 日數4日

胎 兒ハ 頭部 膨 隆益 々著 シ ク僅ニ 項 彎 曲 シ體部 ノ

尾端 ハ 腹 方ニ 僅ニ 彎 曲 ス.頭 部ニ 於 テ前 腦 ハ著 シ

ク膨 隆 シ,視 器ニ 於 テ ハ 内外2板 ヨ リナ リ水 晶體

ハ外 胚 葉 ヨ リ全 ク分 離 シ テ眼 胚 ノ中ニ アル モ向 ホ

僅ニ 空 隙 ヲ認 メ,水 晶體 繊 維ハ 著 シ ク發 達 ス.呼

吸器 原 基 ハ 管 腔 状 ヲ呈 シ前 腸 ヨ リ分 離 シ テ 尾方 ニ

走 リ尾端 ハ 左 右 氣管 枝 ヲ分 岐 シテ 尾方ニ 走 ル,胃

原基 ハ 益 々左 側ニ 偏 シ テ其 ノ大 サ ヲ増 ス.中 腸 ハ

未 ダ其 ノ體 壁 板 ヲ卵 黄嚢ニ 開 キ後 腸 ハ管 腔 状 ヲ呈

シテ總 排 泄 腔ニ 通 ズ,ウ オル 氏管 ハ 巳ニ 總 排 泄 腔

ニ開口 スルニ 至 ル.原 腎 丘 ハ 體腔 ノ背 側 ヨ リ腹腔

内ニ 通 ズ.

頭方 肝 管 ハ 中腸 頭 端 ノ腹 側 ヨ リ管 腔 トナ リテ頭
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1258 田 坂 三 友

方 ニ向 ヒ,肝 原基 ハ所

所 ニZellbalkenヲ 形

成 ス.

頭 方 肝 管 ノ附 着部 ヨ

リ約3/100cm尾 方 ノ

高 サ ニ於 テ左 腹 膵 原基

ノ腹 方ニ 於 ケル 腸 管壁

ヲ見 ル ニFig. 1. A.ニ

見 ル如 ク60-70Mノ

間 腸 管壁 ノ肥 厚 増 殖 シ

テ外 方ニ 隆 起 シ,頭 方

ニ向 ツテ小 憩 室 ヲ膨 出

セ ル ヲ見 ル.コ レ即 チ

將 來 其 ノ頭 端ニ 於 テ膽

嚢 ヲ形成 スベ キ尾 方 肝

管 ノ原基 ニシ テ コ レヲ

模 型 ニ就 テ見 ル ニFig.

1. B.ニ 示 スガ如 キ 形

ヲ呈 ス.

第2階 梯

Nr. 71,長 徑8.5mm

孵 卵 日數5日

胎 兒ハ 頭 部 益 々膨 隆

シ テ項 屈 曲前 階 梯ニ 於

ケル ヨ リモ更ニ 著 シ ク

頭 端ハ 胸 部ニ 接 着 シ背

彎 曲 シテ 尾端 又腹 方 ニ

向 フ.頭 部ニ 於 テ前.

菱 腦 發達 著 シ ク,視 器

又 前 階梯 ヨ リモ更ニ 分

化 セ ル モ尚 ホ水 晶 體 ニ

空 隙 ヲ認 ム.聽 胞 ハ 益

益 其 ノ大サ ヲ増 シ卵 圓

形 ヲ呈 シ聽 神 經 節 ノ發

達 著 シ.原 腎 ハ 前 階 梯

ヨ リモ發 育 進 展 シ原 腎

管 ハ總 排 泄 腔 ノ背 方 ニ

Fig. 1 A

Fig. 1. B
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膽嚢原基ノ形態學的發生ニ就テ 1259

於 テ コ レ ト通 ジ,原 腎管 ノ尾端

背 側 ニ於 テ後 腎管 ノ發芽セ ル ヲ

見 ル.胃 原 基 ハ益 々左 側ニ 偏 在

シ テ膨 大 シ,腸 管 ハ 胃 ノ尾 端 ヨ

リ右 腹 方ニ 走 リテ 尾方ニ 向 フ.

肝 原 基 ハTrabekelノ 發 達 著 シ

ク,頭 方 肝 管 ハ腸 管 ノ頭 方 腹 側

ヨ リ頭 方ニ 向 フ.

尾方 肝 管 ハ 頭 方肝 管 ノ腸 管 附

着 部 ヨ リ僅カ 尾 方 ニ於 ケ ル腸 管

ノ腹 側壁 ヨ リ出 デ テ門脈 ノ腹 方

肝 原基 ノ左 腹 方 ヲ頭 方ニ 向 ヒ頭

端ハ 盲 嚢 状 ニ終 ル(Fig. 2. A.).

コ レヲ模 型 ニ就 テ見 ルニFig. 2.

B.ニ 示 ス如 ク肝 管 ノ頭 方ハ 僅 ニ

膨 隆 シ テ膽 嚢 原基 ヲ形 成 セ ン ト

ス.

Fig. 2. A

Fig. 2. B
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1260 田 坂 三 友

第3階 梯 Nr. 98,長 徑

8.5mm,孵 卵 日數53/4日

胎 兒 ノ外 形 略 ボ前 階 梯ニ 類

シ,聽 胞ハ 菱 形 ヲ呈 シテ前 階

梯 ニ於 ケ ル ヨ リモ 著 シク發 達

シ已 ニ 内 淋 巴 管 ノ 初 徴 ヲ認

ム.視 器ニ 於 テ水 晶體 繊 維 一

層 分 化 セル 状 ヲ呈 ス.氣 管 枝

又 更 ニ尾 方ニ 進 ミ其 ノ先 端 ハ

膨 隆 シ テ更ニ 分 岐 セ ン トスル

ガ如 キ形 ヲナ ス.心臟 原 基 ハ

著 シ ク膨 隆 シテ心 室 壁ハ 厚 サ

ヲ増 シ房 室 ノ區 別 明 カ ナ リ.

原 腎 ハ益 々腹腔 ニ膨 隆 シ原 腎

小 管 ハ 迂 曲甚ダ シ ク後 腎 ハ 原

腎 管 ノ尾端 ヨ リ扁 平 ナ ル 管腔

状 ヲナ シ背 頭 方 ニ向 フ.胃 原

基 ハ左 側 ニ偏 シ テ更 ニ其 ノ大

サ ヲ増 シ腸 管 ハ 胃 ノ尾端 ヨ リ

出 デ テ右 腹 方ニ 向 ヒテ尾方 ニ

走 リ,肝 管ハ 腸 管 ノ頭 端 ヨ リ

3.0mm尾 方 ノ高 サ ニ於 テ腸

管 ノ腹 側右 方 ヨ リ管 腔 状 ヲ呈

シ テ腸 管 ノ右 腹 方 ヲ頭 方ニ 進

ム.

尾 方肝 管 ハ頭 方 肝 管 ノ尾 方

左 右 腹膵 原基 ノ腸 管 附 着 部 ノ

尾 方ニ 接 シテ腸 管 壁 ヨ リFig.

3. A.ニ 見 ル ガ如 ク小 管腔 状

ヲ呈 シテ肝臟 原 基 ノ腹 方 門 脈

ノ腹 側 ヲ頭 方ニ 向 ヒ,膽 嚢 原

基ハ 次 第 ニ頭 方ニ 向 フ ニ從 ヒ

其 ノ大 サ ヲ増 シ紡 錘 嚢 状 ヲ呈

ス(Fig. 3. B.).而 シ テ膽 嚢

壁 ハ 單 層 圓柱 上 皮 ヨ リナ リ長

サ4/100cmヲ 算 ス.

Fig. 3. A

Fig. 3. B
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膽嚢原基ノ形態學的發生ニ就テ 1261

第4階 梯 Nr. 39,長 徑

9.0mm,孵 卵 日數6日

胎 兒ハ 項 屈 曲,背 彎 曲

共ニ 著 シ ク,尾 端 ハ腹 方

ニ屈 シ 頭 部ハ 胸 部ニ 接 ス.

視 器ニ 於 テ網 膜ニ 多 ク ノ

色素 ヲ認 メ.水 晶體 尚 ホ

僅ニ 空 隙 ヲ有 ス.氣 管 ハ

前 腸 ヨ リ分離 シ テ尾 方 ニ

進 ミ其 ノ尾端ハ 左 右 ニ氣

管 枝 ヲ分岐 シ,氣 管枝 ハ

更ニ 其 ノ先 端 分 岐 シ テ膨

隆 ス.胃 原 基 ハ左 側 ニ偏

在 シ著 シク膨 隆 ス.原 腎

小 管 ノ迂 曲甚 ダ シク原 腎

管 ハ總 排 泄 腔ニ 入 リ,其

ノ尾端 ヨ リ後 腎 管 ヲ發 生

シ後 腎管ハ 頭方ニ 進展 シ

テ其 ノ先 端ハ 總 腸 骨動 脈

ノ頭 方 ノ高 サ ニ至 ル.腸

管 ハ 胃 ノ尾端 ヨ リ右 尾 方

ニ向 ヒ,頭 方 肝 管 ハ腸 ノ

頭 端 ヨ リ4.0mm尾 方 ニ

於 ケル腸 管 ノ腹 側 右 尾方

ヨ リ出 デ テ頭方 ニ向 フ.

尾方 肝 管 ハ前階 梯ニ 於

ケ ル ヨ リモ頭方 肝 管ニ 接

シ腸 管 ノ腹 側 ヨ リ管 腔 状

ヲ呈 シ肝 原基 ノ腹 方 ヲ門

脈 ノ腹 側 ニ沿 ヒテ頭 方 ニ

向 ヒ4.5/100cm頭 方 ニ

至 リテハ 膽嚢 原基ハ 著 シ

ク膨 大 シ テFig. 4. A.-

Fig. 4. B.ニ 見 ル如 ク腹

方ニ 彎 曲 シ テ嚢 状 ヲ呈 シ

全 體 トシ テ宛 カモ疑 問附

(?)ノ 如 キ形 ヲナ ス.

Fig 4. A

Fig. 4 B
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第5階 梯 Nr. 40,長 徑

10.0mm,孵 卵 日數61/2日

胎 兒 ノ外 形ハ 前 階 梯ニ 類

シ項 屈 曲,背 彎 曲共 ニ著 シ

ク 尾 端 ハ 腹方ニ 屈 曲 ス.視

器ニ 於 テ水 晶體 繊 維 ノ發 達

著 シク 尚 ホ僅 カニ空 隙 ヲ認

ム.呼 吸 器ニ 於 テ氣管 枝 ハ

尾端 ニ氣 嚢 ヲ發 生 シテ次 第

ニ複 雜 ナル 状 ヲ示 ス.心 原

基ハ 已 ニ房 室 ノ區 別 明 カニ

シ テ内ニ 多 ク ノ血 液 ヲ含有

ス.原 腎 丘 ハ益 々腹 腔ニ 膨

隆 シ テ原 腎 小管 ノ迂 曲更 ニ

著 シク後 腎管 モ 又前 階 梯 ヨ

リモ 更 ニ頭 方ニ 進 展 セ リ.

腸 管 ハ 胃 ノ 尾端 ヨ リ右 尾方

ニ進 ミ横 行 ノ位置 ヲ保 ツ テ

背 方ニ 彎 曲 シテ 尾方 ニ向 フ.頭 方肝 管ハ 腸 管 頭 端

ヨ リ6.0mm尾 方 ノ位 置 ニ於 ケ ル腸 管 ノ横 行 部 ヨ

リ小 管状 ヲ呈 シ頭 方ニ 向 フ.

尾方 肝 管 ハ頭 方 肝 管腸 附着 部 ノ尾方 ニ於 テ之 ニ

接 シ腸 管 ヨ リ小 管 腔 ヲ出 シ肝 原 基 ノ腹 方 ヲ門脈 ノ

腹 側 ニ沿 ヒテ頭 方 ニ向 ヒ5/100cm頭 方ニ 於 テ膽

嚢 原 基ニ 通 シ,膽 嚢 原 基 ハ 前 階 梯 ヨ リモ 更 ニ膨 大

シ テFig. 5.ニ 見 ル 如 ク 腹 方ニ 彎 曲 シ嚢 状 ヲ呈

ス 。

第6階 梯 Nr. 43,長 徑13.5mm,孵 卵 日數

8日

胎 兒 ハ頭 部 屈 曲,背 彎 曲 共ニ 著 シク,前 腦 ハ左

右ニ 膨 隆 シ テ胸 部ニ 接 ス.翼 及 ビ下 肢 ノ原基 明 カ

ニ體 側 ヨ リ外 方ニ 現 ハ レ,胸 部 及ビ 脊髄 ノ諸 骨 著

シク軟 骨化 シ夫 々區 別 スル コ トヲ得.視 器ニ 於 テ

水 晶 體 ニハ 尚 ホ僅 ニ空 隙 ヲ認 ム.氣 管 枝 ハ益 々複

雜 ナル 分 岐 ヲ呈 シ,心 原基 ニ於 テ ハ心 室 ノ筋 層 發

Fig. 5.

達 ス.原 腎 丘 ハ 著 シク膨 隆 シ テ原 腎 ニハ 多 ク ノ血

管 ノ分 岐 セル ヲ見 ル,後 腎 ハ 尾端 ニ於 テ已 ニ分 岐

セ ル集 合 管 ヲ認 ム ル ニ至 レ リ.胃 ハ 腺 胃,筋 胃 ノ

區 別 明 カ ニ シテ腺 胃 ニハ 多 ク ノ胃腺 ヲ發 生 シ,筋

胃 ニ ハ筋 層 ノ發 達著 明 ニ シテ益 々膨 大 ス.腸 管 ハ

筋 胃 ヨ リ出 デ テ右 腹 方 ニ彎 曲 シ テ尾 方 ニ走 リ更 ニ

背 方ニ 彎 曲 シ テ頭 方ニ 向 ヒ再 ビ背 方 ニ彎 曲 シ テ尾

方 ニ向 ツテ 已ニ 複 雜 ナ ル腸 輪 環 ヲ表 ハ ス.

本 階梯ニ 於テ ハ總 輸 膽管 ノ發 生 ヲ見 ル ニ至 リタ

レバ 尾方 肝 管 ハ 總 輸膽 管 ヨ リ出デ テ門脈 ノ右 側 ヲ

頭方 ニ進 ミ肝臟 ノ左 側ニ 至 リテ9/100cmノ 頭方

ニ至 リテ膽 嚢 原 基 ノ背 側ニ 通 ズ.膽 嚢 原基 ハ 腹方

ニ横ハ リ前 階 梯 ニ於 ケ ル ヨ リモ次 第 ニ其 ノ大 サ ヲ

増 シFig. 6.ニ 見 ル ガ如 キ形 ヲ呈 シ次 第ニ 成 鳥 ノ

ソ レニ近 似 スル ニ至 ル.
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Fig. 6.

第7階 梯 Nr. 100,長 徑16.0mm,孵 卵 日數

11日

本 胎 兒 ニ於 テハ 巳ニ 諸 骨 ノ分 化 進 ミ,體 表 ニハ

羽毛 原 基 ノ發 生 ヲ認 メ ラレ,肺臟 ハ 益 々複 雜 ナ ル

分岐 ヲナ ス.原 腎 ハ體 腔 ノ背 側 ニ膨 隆 シテ 多 ク ノ

Fig. 7.

血 液 ノ分 布 ヲ見 將ニ 退 化 ノ過 程 ヲ トレ リ,後 腎 ハ

原 腎 ノ背 方 ニ於 テ 多 ク ノ集 合 管 ヲ分 岐 シ細 尿 管 ノ

發 生 ヲ見 ル.Muller氏 管 ハ 原 腎背 方 ヲ尾方 ニ走

リ尾端 ハWolff氏 管 ノ腹方 ヲ尾方ニ 向 フモ 未 ダ

排 泄 腔ニ 達 セ ズ.消 化 管 ヲ見 ル ニ腺 胃ハ狭 キ食道

ニ連 リ多 ク ノ腺 原 基 ヲ分 岐 ス.

筋 胃 ハ前 階 梯 ヨ リモ著 シ ク筋 層

發 達 セ ル ヲ見 ル.腸 管 ハ 筋 胃 ヨ

リ右 腹 方 ヨ リ出 デ 尾方 ニ 走 リ

背 方 ニ彎 曲 シテ 再 ビ背 頭 方 ニ 向

フ.

尾方 肝 管ハ 總 輸 膽 管 ヨ リ出 デ

腸 管 ノ左 側膵 臟 原 基 ノ右 方 ヲ頭

方ニ 向 ヒ門 脈 ノ左 側肝臟 ノ右 側

ニ至 リテ膽嚢 原基 背 側ニ 通 ジ,

膽 嚢 原 基ハ 肝臟 ノ腹方 門 脈 ノ右

方 ニ横ハ リFig. 7.ニ 見 ル ガ 如

ク棗 形 ヲ呈 ス.
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第4章 總 括 及 ビ 考 察

前 章ニ 於 テ7階 梯ニ 分 チ觀 察 シ タル所 ヲ總 括 考

案 スル ニ鳥類 ノ膽 嚢 原 基 ノ發生 ニ就 テハHammar,

Chrornshitzky等ハ 共ニ 家 鷄 ヲ材 料 ト シ テ研 究

シ腸 管 腹 壁 ヨ リ頭 方 及 ビ尾 方 ノ2箇 ノ肝 管 ヲ發 生

シ テ膽嚢 原基ハ 尾方 肝 管 頭 方 ヨ リ發 生 ス ト ナ セ

リ.而 シ テ余 ハ 家 鴨胎 兒ニ 於 テ第1階 梯孵 卵 日數

4日 長 徑8.5mmノ 胎 兒ニ 於 テ左 側 腹 膵 原 基 ノ腹

方 ニ於 ケ ル 中腸 腹 壁 左 側 ヨ リChoronshitzky等

ノ所 謂 尾 方 肝 管 ガ腸管 壁 ヨ リ憩 室状 ニ膨 出 セ ル ヲ

見 タ リ.而 シテ 第2階 梯 孵 卵 日數5日 長 徑8.5mm

ノ胎 兒 ニ於 テハ 尾 方肝 管 ハ管 腔 状 ヲ呈 シテ 頭 方 ニ

向 ヒ頭 部ハ 僅 ニ膨 隆 シ テ膽 嚢 原 基 ヲ形 成 セ ン トス

ル 形 ヲ呈 セ リ.第3階 梯 孵 卵 日數53/4日 長 徑8.5mm

ノ胎 兒ニ 至 リテハ 尾方 肝 管 ハ 益 々頭方 發達 シテ膽

嚢 原 基 ノ大 サ ヲ増 シ テ紡 錘 状 ヲ呈 スル ニ至 ル.第

4階 梯 孵 卵 日數6日 長 徑9.0mmノ 胎 兒 ニ於 テハ

尾 方 肝 管 ハ 益 々頭 方 肝 管ニ 接 シ テ腸 管 ヲ出 デ頭 方

ニ向 ヒ膽嚢 原基ハ 著 シ ク膨 大 シ腹方 ニ彎 曲 シ テ嚢

状 ヲ呈 ス ル ニ至 レ リ.第5階 梯 孵 卵 日數61/2日 長

徑10.0mmノ 胎 兒 ニ於 テハ 尾方 肝 管 ハ頭 方 肝 管

腸 管 附 着 部 ニ接 シテ 小 管 腔 状 ヲ呈 シ テ 頭 方ニ 向

ヒ,膽 嚢 原 基 ハ 第4階 梯 ニ於 ケル ヨ リモ其 ノ大 サ

ヲ増 シ彎 曲 シ テ嚢 状 ヲ呈 ス.第6階 梯 孵 卵 日數8

日 長 徑13.5mmノ 胎 兒ニ 至 リテハ 總 輸 膽 管 ノ發

生 ヲ見,尾 方 肝 管 ハ總 輸 膽 管 ノ頭端 ヨ リ出 デ頭 方

ニ進 ミ膽 嚢 原 基 ノ背 側 ニ通 ズ 而 シテ膽 嚢 原 基 ハ門

脈 ノ右 側 肝 臓 ノ右 側ニ 於 テ腹方 ニ横ハ リ益 々其 ノ

大 サ ヲ増 シ テ次 第ニ 成 鳥 ノ ソレニ 近 似 スル ガ如 キ

形 ヲ呈 ス.第7階 梯 孵 卵 日數11日 長 徑160mm

ノ胎 兒 ニ至 リテハ 尾方 肝 管 ハ總 輸 膽 管 ヨ リ出 デ背

頭 方ニ 進 ミ膽嚢 原基 ノ背 側ニ 至 リテ膽 嚢 原 基 ニ通

ジ膽 嚢 ハ紡 錘 形 棗 形 ヲ呈 シテ全 ク成 鳥 ノ ソ レ ト等

シ キ形 ヲナ ス ニ至 ル.

余ハChoronshitzky等 ノ例 ニナ ラ ヒ尾 方肝 管

ト トシテ 記 載 シ タル モGatte氏 ノBombinasor

igneus及ビHammar氏 ガLacerta agirisニ 見

タ ル如 ク膽嚢 原基 ガ左 右 兩 腹 膵 原基 ノ發 生 部ニ 接

シ テ腸 管壁 ヨ リ出 デ タル 所 見 ヨ リ考 察 ス レバ比 較

發 生 學 上 尾方 肝 管 ト稱 スル ヨ リモ寧 ロ初 メヨ リ膽

嚢 管 ト唱 フル コ トノ妥 當 ナ ル ニア ラズ ヤ トノ感 ア

リ.而 シテ又 膽 嚢 原 基 ノ發 生母 地ニ 就 キ考 察 スル

ニ,家 鴨 ニ於 テハ 先 ヅ中 腸 頭方 ノ右 壁 ヨ リ尾方 肝

管 ヲ出 シ尾方 肝 管 ハ 延 長發 達 シ其 ノ頭方 ハ膨 隆 シ

テ膽嚢 原基 ノ ミ ヲ形 成 スル モ ノナル コ ト明 カ ナ レ

バ,膽 嚢 原 基 ノ發 生母 地 ハ 尾方 肝 管 ノ發 生 セル 部

即 チ 中 腸頭 方 右 壁 ヲ以 テ其 ノ母 地 トスル ガ至 當 ナ

リ トス ル モ ノナ リ.膽 嚢ハ 發 生 初 期 ニ於 テ膽 嚢 管

ニ ヨ ツテ 直接 腸 管 ト交通 セ ル モ孵 卵 日數8日 長徑

13.5mmノ 胎 兒ニ 至 リテ ハ總 輸 膽 管 ノ發 生 スル ニ

及ビ テハ膽 嚢ハ 輸 膽 管 ニヨ ツテ總 輸 膽 管 ヲ經 テ腸

管 ト交 通 スル ニ至 ル.

第5章 結 論

前 章 總 括 及 ビ考 案 ニヨ リ次 ノ結 論 ヲ得.

鳥 類特ニ 家 鴨 ニ於 テハ

1. 孵 卵 日數4日 長 徑8.5mmノ 胎 兒 ニ於 テ中

腸頭 方 左 腹 壁 ニ於 テ膽嚢 原 基 ヲ形 成 スベ キ膽 嚢 管

(尾 方 肝 管)ノ 發 生 ヲ見 タ リ.

2. 孵 卵 日數5日 長徑8.5mmノ 胎 兒ニ 於 テ膽

嚢 管 ノ頭 端 膨 隆 シ テ初 メテ膽 嚢 原 基 ノ形成 スル ヲ

認 メ タ リ.

3. 孵 卵 日數6日 長徑9.0mmノ 胎 兒ニ 於 テ膽

嚢 原基 ハ初 メテ彎 曲 ヲ開 始 セ リ.

4. 發 生初 期 膽 嚢 管 ヲ通 ジテ腸 管ト 直接 交通 セ

ル膽 嚢 原 基 ハ 孵 卵 日數8日 長 徑13.5mmノ 胎兒 ニ

至 リテ 總輸 膽 管 ヲ經 テ腸 管ト 交 通 スル ニ至 ル.

5. 膽嚢 原 基ハ 孵 卵 日數11日 長 徑16.0mmノ

胎 兒 ニ於 テ初 メテ成 鳥 ノ ソ レニ相 似 形 ヲ呈 スル ニ

至 レ リ.

擱 筆 スル ニ當 リ始終 御 懇 篤 ナ ル御 指 導 ト御

校 閲 ヲ賜 ハ リタル 恩 師 敷 波 教授ニ 深 甚 ノ感 謝

ヲ捧 ゲ尚 ホ種 々御 助 言 ヲ賜ハ リタル 金津 助 教

授ニ 深 謝 ス.
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挿 圖 説 明

Fig. 1. 第1階 梯(Nr. 48)

A 家鴨胎兒尾方肝管(膽 嚢管)ノ横斷面50倍

B 同 上模型ノ左側面觀(100/1)1/2縮 寫

Fig. 2. 第2階 梯(Nr. 71)

A 同上膽嚢原基 ノ横斷面50倍

B 同上模型ノ左側面觀(100/1)1/2縮 寫

Fig. 3. 第3階 梯(Nr. 98)

A 同上 尾 方 肝 管 ノ横 斷 面50倍

B 同上 膽 嚢 原 基 ノ 模 型 左 側面 觀(100/1)1/2

縮 寫

Fig. 4. 第4階 梯(Nr. 39)

A 同上 膽 嚢原 基 ノ横 斷 面50倍

B 同上 模 型 ノ腹 側面 觀(100/1)1/2縮 寫

Fig. 5. 第5階 梯(Nr. 40)

膽嚢 原 基模 型 ノ左 側 面觀(100/1)1/2縮 寫

Fig. 6. 第6階 梯(Nr. 43)

膽 嚢 原基模 型 ノ腹 側 面觀(100/1)1/2縮 寫

Fig. 7. 第7階 梯(Nr. 100)

膽 嚢 原基 模 型 ノ左 側 面觀(50/1)1/2縮 寫

Verzeichnis der Abkurznugen.

A. =Aorta.

D. =Darm.

D.C. =Ductus Choledochus.

D.H.C. =Ductus Hepatocholedochus.

D.P. =Dorsale Pankreasanlage.

G.B. =Gallenblase.

Ka. Lg. =Kaudele Lebergang.

Kr. Lg. =Kraniale Lebergang.

L. =Leber.

L.V.P. =Linke ventrale Pankreasanlage.

M. =Magen.

M.M. =Muskelmagen.

Pf. =Pfortader.

R.V.P. =Rechte ventrale Pankreasanlage.

Ur. N. =Urniere.
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Aus dem Embryologischen Institut des Anatomischen Laboratorium der Med. Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Uber die morphologische Entwicklung der Gallenblasenanlage.

(Stadien bei Vogeln, besonders bei Anas domestica).

Von

Mitomo Tasaka.

Eingegangen am Februar 15. 1941.

Verf. beschaftigte sich mit Studien uber die morphologische Entwicklung der Gallen-

blasenanlage, wobei er als Material Entenembryo verwendete. Die Resultate seien in

folgender Weise zusammengefasst:

1. Am 4. Ausbrutungstage, und zwar beim Embryo von 8,5mm Langsdurchmesser,

sieht man in der linken Bauchwand am Mitteldarmkopf die Entstehung des Gallenblasen-

ganges, aus dem sich nachher die Gallenblasenanlage zu bilden hat.

2. Am 5. Ausbrutungstage, und zwar beim Embryo von 8,5mm Langsdurchmesser,

wolbt sich das Kopfende des Gallenblasenganges vor, wobei sich die erste Bildung der

Gallenblasenanlage beobachten lasst.

3. Am 6. Ausbrutungstage, und zwar beim Embryo von 9,0mm Langsdurchmesser

fangt die Gallenblasenanlage an sich zum ersten Male zu verkrummen.

4. Die Gallenblasenanlage, die im Anfangsstadium durch den Gallenblasengang mit

dem Darmgang ummittelbar kommuniziert, entwickelt sich beim Embryo von 13,6mm

Langsdurchmesser am 8. Ausbrutungstage, um schliesslich durch den Ductus choledochus

communis mit dem Darmgang zu kommunizieren.

5. Die Gallenblasenanlage zeigt zum ersten Male beim Embryo von 15,0mm Langs-

durchmesser am 11. Ausbrutungstage ein ahnliches Bild wie die der erwachsenen Vogel.

(Autoreferat)
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